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高周波絶縁方式多機能コンバータ電源の開発 

 

 
１．目的 

様々なグリーンエネルギーが普及する昨今におい

て，それらに対応する電力変換機器は重要性が高い．

また電力系統の安定化が懸念される中，蓄電地との

組み合わせによるエネルギーの有効活用は注目度が

非常に高くなっている．近年，リチウムイオン電池

の性能が向上する反面，その危険性が注視されるこ

とも踏まえ，安全性能に特化し，かつ大容量化が可

能な電力変換機器の開発が急務となっている． 

そこで，安全を考慮したリチウムイオン蓄電シス

テムや風力発電対応型のコンバータ充電機器のシス

テム構築設計技術や電力変換技術を活用し，非絶縁

型および高周波絶縁型の様々な再生可能エネルギー

に適応可能な多機能コンバータの開発を実施した． 

２．方法 

高周波絶縁双方向機能の部分は，本研究実施初期

段階でサンプル製品として市場に投入された絶縁型

双方向 DC/DC コンバータ（TDK ラムダ（株）製）

を用い，これに独自の非絶縁型機器を組み合わせ，

太陽光，水力，風力などの発電要素およびリチウム

イオン電池，鉛蓄電池，ニッケル水素電池などの蓄

電要素に対応できる多機能コンバータの開発を進め

た． 

表１に非絶縁型コンバータを組み合わせた全体の

基本仕様を示す．入力電圧範囲を DC450V まで対応

とするため，非絶縁型のコンバータの基本回路構成

を降圧方式とした．さらに機器性能を高めるために

双方向性能を有する設計とした．これにより入力→

出力の電力変換の流れだけでなく，放電動作により

出力→入力の逆電力変換動作が可能となる．この機

能は蓄電池に貯めた電力を放電することで蓄電電力

の売電が可能となる． 

また，リチウムイオン蓄電システムへの応用展開

を試作実験により検証した．図１に主回路構成，図

２に開発したコンバータと，性能を向上させたリチ

ウムイオン蓄電システムの写真を示す．  

 

３．結果とまとめ 

本研究実施初期段階で競合メーカの市場投入が先

に行なわれるなどの問題があったが，連携して開発

を進めることで予想以上のコンバータ機能の高性能

化が見込めた．  

また，多機能コンバータのみならず，完成度の高

い蓄電システムの試作試験を行うことができた． 

 

表１．コンバータ概略仕様 

入力電圧 DC300～450V 

出力電圧  DC39～52V 

容量 4000W 程度 

制御方式 簡易最大電力追従制御方式 

（入力定電圧・出力定電流制御） 

出力定電圧制御 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．多機能コンバータ主回路構成 

 

 

 
図２．リチウムイオン蓄電システム図 
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